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① 図書名：社会を知るためには 

「社会」って何だろう？「社会」とはどうやって付き合っていけばいいんだ

ろう？こうした疑問に社会学者が答えてくれる読みやすい名著です． 

複雑化した現代社会は、誰も全体像を把握出来ず、意図しない結果が多く発

生します。例えば，1958 年の中国で行われた「大躍進政策」は、農作物の生

産量増大を目指してスズメの駆除を行いましたが、逆に農作物の生産量を激減

させ、大量の餓死者を出しました。 

こうした内容をふまえて，最終章では不安定な社会との付き合い方が紹介さ

れます。１．不安定に対して向き合う時間と逃避する時間のバランスをとる、

２．ミスした人を安易に責めないことです。経済学と社会学の対比も書かれて

おり、社会の中で生きる私達にヒントをくれる大好きな書籍です。 

著 者：筒井淳也 

 

出版社：ちくまプリマ—新書   ISBN：9784480683823 

② 図書名：東大生が日本を１００人の島に例えたら 

      面白いほど経済がわかった！ 

「経済」って何だろう？こんな素朴な疑問を考える機会は経済学部でもなか

なか無いのではないでしょうか．この本はそんな疑問に対してしっかりと向き

合う本です． 

 無人島での共同生活の話から始まり，役割分担，リーダーの登場，お金の誕

生，政府の役割と社会の発展にあわせて話が進んでいきます． 

 資本主義，社会主義の話や政府の財政政策に関する考え方など，奥深いトピ

ックも含まれていて充実した内容になっています． 

 経済を学ぶ第一歩として，是非手にとって欲しい１冊です． 
著 者：ムギタロー 
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③ 図書名：「イノベーターのジレンマ」の経済学的解明 

経営学者の発見した「イノベーターのジレンマ」を一流の経済学者が分析し

ています。近年注目されているデータサイエンスの中でも最先端の研究が紹介

された本です。分厚いですが、軽快な文章は読むしんどさを感じさせません。 

「イノベーターのジレンマ」は業界のトップ企業が次世代のイノベーション

についていけず、失敗することです。ジレンマはなぜ起こるのか、どうすれば

対処できるのか、ジレンマは社会にどのような影響を与えるのか。こうした疑

問にミクロ経済学と計量経済学を用いたデータ分析で挑んだ研究論文の内容が

紹介されており、論文は経済学で最も権威のある研究雑誌に掲載されています。  

一方で、前提知識を必要とせず、気楽に読めるビジネス書の雰囲気を持って

います。理論とデータ分析を併用した最新研究にぜひ触れてみて下さい。 

著 者：伊神満 
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